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Musicandlanguagehavemuchincommon.Whenweconsiderhowmusicshouldbe

taughtatschool,itseemstobesignificanttoknowtheprocessoflanguageacquisition.

Musicitselfisalanguageinwhichwecanshareouremotionswiththepeople.Wecan

tellthemourthoughtswithwords,butwecan'tshareouremotionswithonlythese.

Feelingssuchaslaughter,anger,sorrowandanxiety,wecanconveyhowdeeplywefeel

withthehelpoffacialexpressions.Ofcourse,emotionshouldbeexpressedcorrectly.It

istruethatchildrenstudylanguageatschool,buttheyarenottaughttoexpresstheir

truefeelings.Therefore,musiceducationplaysanimportantroleinhelpingthepeople

toexpresstheirownfeelings.Whenweassmethatmusicisalanguagetoexpress

feelings,thiswillbringouttheprobl6mofrnusiceducationinJapanfullrelief.Accord-

ingly,inthispaper,Isuggesthowmusiceducationshouldbetaughtconsideringthe

debelopmentofmusicaltalentcomparingthistotheprocessoflanguageacquisition.

1音 楽的能力とは何か

は じ め に

音楽と言語の間には,極 めて多 くの共通点が見受

けられる.し たがって,音 楽教育の在 り方を考える

場合に,人 間が言語能力を習得するプロセスを参考

にしながら考えることは,極 めて有意なことである.

そもそも音楽とは感情を相手に伝える言語ではない

だろうか.人 間は言葉で自分の考えを相手に伝える

ことができるが,そ の思いの深さまでは伝えること

はできない.怒 ったり,泣 いたり,笑 ったり,要 す

るに感情を表情に表すことによって,そ の思いの深

さを相手に伝えるのである.し かし,感 情は上手に

伝えられなければならない.と ころが,子 供達は学

校で言葉を勉強しているが,感 情を伝えることは学

んでいない.そ して,音 楽こそ感情 を伝える手段 と

して最も大きな役割を担っているのである.す なわ

ち,感 情を伝えるコミニュケーションとして音楽を

考えるとき,現 在の日本の音楽教育の問題が浮き彫

りにされてきそうである.し たがって,本 稿では,

音楽の才能の現れ方と人間が言語能力を習得して行

くプロセスを比較しながら考えることによって,音

楽教育のあるべき姿を探っていこうと考えている.

1音 楽 的能 力 とはな にか

音 楽 的能 力 とは何 で あ ろ うか.こ こで は一応 い く

つ か め学 説 を取 り上 げ る.

(1)シ ー シ ョア の説

シー シ ョア に よれ ば音 楽 の才能 は単 一 の もので は

な く,相 互 に全 く独 立 して お り,し か も自然 に グル

ー プ を作 って い る
.そ れ を分 類 す るに は二 つ の次元

が 考 え られ る.ひ とつ は音 の属性 で あ り,他 は人 間

の一 般 に認 め られ て い る能 力 であ る.そ れ を表 にす

る と表1の よう にな る.シ ー シ ョア はこれ らの才能

がバ ラバ ラに集 まって音 楽 的心性 を形 成 す るの で は

な く,総 合 された パー ソナ リテ ィ としてあ らわ れ る

ことを強調 して はい るが,一 面 「これ らの能 力 のお

のお の は独 立 した部 分 として,感 覚 の みな らず,記

憶,想 像,思 考,感 情,行 為 な どす べ て を貫 いて い

る」 として,基 本 的感 覚 の優 位 を認 め てい る1).

(2)シ ェー ンの説

シェー ン は音 楽 的能 力 とい う語 の代 わ りに,音 楽

適 性 とい う語 を使 う.音 楽 適性(musicalaptitude)

は鑑賞 能力 に対 す る音 楽性(musicality)と,演 奏 能

力 に対 す る才能(talent)に 大別 され る.両 者 は補 足

的 な関 係 にあ り,音 楽性 が 高 い ほ ど演 奏 もよ くな る.
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表1音 楽 的 心性 の要 因 一 シー シ ョア によ る音 楽 的能 力 の分類 一

〔SEASHORE1919〕
l

I音 楽的感受性 II音 楽的行為

A.単 純な印象形B.複 雑な印象形 正確な,音 楽的に表現豊かな

1.高 さの感覚1.リ ズム の感覚 音の創造(声 や楽器,あ るい

2.強 さの感覚2.音 色 の感 覚 は両者による)の 技能に対す

3.時 間 の感覚3.協 和 の感 覚 る自然的能力

4.ひ ろが りの感覚4.量 の感覚 1.高 さの統 制

2.強 さの統 制

3.時 間 の統 制

4.リ ズム の統制

5.音 色 の統 制

6.量 の統制

m音 楽的記憶と想像 IV音 楽的知性 V音 楽的感情

1.聴 覚 表 象(imagery) 1.音 楽的自由連想 1.音 楽的好悪

2.運 動 表 象 2.音 楽的反省力 2.音 楽に対する情緒的反応

3.創 造的表象 3.一 般 知能 3.音 楽における情緒的自己

4.記 憶 範 囲 表現

5.学 習 能 力
1

表2シ ュー ンに よる音 楽 才 能 の 目録

〔SCHOEN1940〕

一次的要因 二次的要因

聴覚的感受性 知能

音楽的感情と理解 音楽的記憶

音楽的技量 意志力と決心

自信

気質

後者 の才能 につ い て は表2の よ うな 目録 を掲 げて い

る.シ ー シ ョアに はな か った意 志力 や 自信,気 質 な

どを加 えてい る と ころに彼 の特 徴が 見 られ る2》.

(3)メ ー ンの説

メー ンは他 の心理 学者 の ような理 論 的考察 で はな

く,実 際 の調査 に基 づ い て,音 楽能 力(Musikalitat)

の内容 を明 らか に した.そ の調 査 は2452人 に対 す る

質問紙 か ら得 られ た資料 に よって い る.そ の質 問 は

18項 目よ りな り,「あ なた は音楽 的 です か」,「楽 器 を

や ります か」,「曲 を聴 いて す ぐそれが な にか分 か り

ます か」,「2声 の低 音部 を歌 え ますか 」,「作 曲 しま

すか」,「絶対 音 感 が あ り ます か」,「他 の芸術 的才能

があ りますか」 な どで あ る.そ の結 果 は表3の よ う

であった.ま た,そ の音楽性 と音楽的行動の関係は

表4の ようになった.

この調査の中でメーンは非常に音楽的な人が100

%近 くできて,非 音楽的な人がほとんどできないよ

うな行動を探 し出したところ,「2声 が歌える」こ

と,す なわち低音部のパー トが歌えることがそれに

相当することを見出した.「2声 が歌える」のは,非

常に音楽的な人の96%,音 楽的な人の86%,や や音

楽的な人の67%,音 楽的でない人のわずか6%,と

なっていて,音 楽的であるかないかを弁別するのに

都合のよい妥当性のある特徴となっている.し かし,

これに反してリズム感などは音楽性を弁別するよい

特徴 とはいえないようである3).

(4)レ ベスの説

レベスは音楽能力を先天的素質と,す でに出来上

がっている才能に分けている.そ してさらにその才

能を二っに分けて,創 造的作曲的才能と再生的解釈

的才能と名づけている.作 曲家は創造的作曲的才能

を示したのに対 し,演 奏家は再生的解釈的才能を示

す.一一般的に名演奏家で作曲家 としても重要な地位

を占めている人が少ないのに対し,作 曲家で演奏が

うまかった音楽家の方が多い4).
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表3-1 音楽 的能 力 の段 階(2452人 の内訳)

〔MJのEN1926〕
1

非常に音楽的 音 楽 的 やや音楽的
1

音楽的でない

15% 33% 30% 22%1

表3-2・ 音 楽 性 と音 楽 的行動 の関係(N=2452)〔MJのEN1926〕

非常に音 かなり音 やや音楽 音楽的で
全被験者 楽的な人 楽的な人 的 な 人 な い 人

% % % % %

作 曲 で き る 4 33 1 0 0

絶対音 感が あ る 11 55 22 3 1

暗 譜 で 弾 け る 25 85 42 11 1

2声 が 作 れ る 36 77 49 19 1

2声 が 歌 え る 60 96 85 48 6

メ ロ デ ィ 模 唱 62 96 86 67 9

メ ロ デ ィ の 記 憶 65 100 94 75 14

リ ズ ・ ム 感 68 98 95 78 39

楽 器 演 奏 70 99 93 89 24

メロディの正誤判断 71 100 98 81 22

表4音 楽性と音楽的行動の関係(N=2452)〔MJのEN1926〕

非常に音 かなり音 やや音楽 音楽的で

楽的な人 楽的な人 的 な 人 な い 人 計
% % % %

作 曲 で き る 92 8 0 0 100

絶 対音感 が あゐ 51 42 6 1 100

暗 譜 で 弾 け る 42 44 13 1 100

2声 が 作 れ る 35 47 17 1 100

2声 が 歌 え る 26 48 24 2 100

メ ロ デ ィ 模 唱 18 46 33 3 100

メ ロ デ ィ の 記 憶 21 46 29 4 100

リ ズ ム 感 ユ8 40 32 10 100

楽 器 演 奏 19 43 34 4 100

メロディの正誤判断 16 46 32 6 100
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(5)ラ ンデ ィンの説

ラ ンデ ィン はシー シ ョアな どの音 楽 的心 性 に対 す

るア プロー チ を退 け,能 力 は具 体 的 な反応 にあ らわ

れ る とした.た とえば,聴 い た メロ デ ィや和 音 をす

ぐ正 し く書 け る こ とや,メ ロデ ィに和 声 の法 則 に よ

り和 音 をつ け る こ とや,リ ズ ム を正 し く演 奏 し書 く

こ とな どは どの音 楽家 に も共通 に要求 され る こ とで

あ ろ う.し か し,同 じ音楽 家 で あっ て も,作 曲家,

演奏 家,理 論 家 に よ り異 な った行 動 が必 要 で,一 概

に音 楽家 全体 の特 性 な どを言 う こ とは出来 ない.例

をあ げ るな らば,音 程 の細 か い差 を聞 き分 け る こ と

はバ イオ リニ ス トに は必 要で あ るが,ピ アニス トに

は必要 で はな い5).

2天 才 とは何か

天才あるいは神童として引き合いに出される最も

有名な音楽家はモーツァル トであろう.そ してこの

モーツァルトと同じタイプで,神 童がそのまま世界

的な音楽家になった例として,ヘ ンデル,メ ンデル

スゾーン,サ ン=サ ーンス,R・ シュトラウス,ピ

ンデミットなどがあげられるであろう.ま た,仮 に

その才能がモーツァル トほどではないにしても,並 ●

外れた才能をもち,加 えて一生涯不断の努力を続け,

世界的な音楽家になった人として,バ ッハやべ一 ト
ーベンがあげられる.い ずれにしても,彼 らの才能

に共通して話題 となるのは,遺 伝と家庭環境である.

彼らの才能は,彼 らがほぼ十歳前後には既に顕著な

ものとなっており,そ の他の歴史に残る音楽家たち

も,そ の大部分が彼らが幼いころからその才能を現

している.こ のことが他の芸術,例 えば文学,詩,

美術などの才能の現れ方と,音 楽の才能の現れ方を

区別している特徴である.も ちろん,優 れた画家や

彫刻家の中には幼いころから並外れた造形感覚や色

彩感覚を示した者もいたであろう.し かし,子 供の

ころからの才能がどうであったかということに関し

ていえば,他 の芸術では音楽におけるほど大きな話

題にはならない.む しろ,音 楽の才能の現れ方は言

語能力の発達に酷似しているといえそうである6).

II言 語能力の習得

1言 葉を習得するということ

ここではひとまず,遺 伝の問題は置 くとしよう.

鈴木慎一氏の指摘を待っまでもな く,私 たち日本人

は何の疑いもなく当たり前に日本語を話 している7).

外国人にとってみれば日本人は全てまさに日本語の

天才に見えるのではなかろうか.筆 者の見解では日

本語はあらゆる言語の中でも非常に難しい言語に属

すると思われる.な ぜなら,日 本語には二種類の五

十音(平 仮名及びカタカナ)が 存在するうえに,漢

字まで使わねばならない.同 じ内容の意味をたった

の26文字(若 干のプラスはあるが)の アルファベッ

トで表すことができる言語圏の言葉(英 語,独 語,

仏語など)に 比べれば,日 本語は非常に難しいとい

うのが筆者の考えである.

もちろん,ど の言語が難しいかやさしいかなどは

ここで考える問題ではない.ど のような言語である

にしても,人 間は無理する事なく当たり前に自分の

母国語をもち,そ れを自由自在に使っている.筆 者

は二度の外国滞在で外国語の学習ということについ

て,大 いに考えさせられた.一 言で言えば,外 国語

の学習は母国語が全 く使えないというストレスを経

験することによって初めて,大 いに実 りあるものと

なる.島 国である日本国内において,そ のような経

験をすることはまず無いであろう.し かし,車 を一

時間少々走 らせればすぐに国境に来てしまうヨーロ

ッパでは,二 っ三っの外国語がある程度理解できる

ということは,必 要なことであって,特 に不思議な

ことではない.

この母国語 という概念を音楽に置き換えて考えて

見よう.先 に例に挙げた大作曲家たちの家庭では,

彼らの母国語 と同じく,音 楽が鳴り響いていたので

ある.も し仮に,バ ッハやモーツァル トと同じ環境

を全ての人間に与えたとしたら,全 ての人間がバッ

ハやモーツァル トのような才能を示すとはいえない

にしても,半 分 くらいは一角の音楽家が生まれても

不思議は無いだろう.

2野 生児の記録

ここで思い浮かぶのは野生児の話である.筆 者は

音楽の才能と言語能力との関係について大いに興味

があったので,イ ンドで発見され育てられた 「アマ

ラ,カ マラの養育日記」及び,「アヴェロンの野生児

ヴィクトールの発達と教育」を読んだ.そ の詳しい

内容についてはここでは必要ないであろう.も ちろ

ん,こ の物語には,は たして真実であるかどうか疑

わしい点が存在する.例 えば,四 つ足で速く走ると

か,暗 闇で目が光るとか,腐 りかけた生肉を好んで

食べるなど常識では考えにくい8).その他の,こ れま

で人々の話題に上ったことがある野生児の例 も,あ

るいは単なる自閉症児であったかもしれない.し か

し,普 通の人間が母国語を習得して行 くべき重要な

時期に,文 明社会から隔絶されたものがどのような
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状 態 で あ ったか,ま た その よう な,人 間 とも動物 と

も言 えない状 態 の ものを,言 語 能 力 の習 得 も含 め て

人 間 社会 に適 応 させ よ う とす る こ とが どの よう に大

変 で あ ったか を,こ れ らの記録 が 示 してい る とい う

こ とは言 えるで あ ろ う.こ の野 生 児 の記 録 は,一 方

で豊 か な文 明 の恩 恵 に浴す る こ との で きる人 間 が,

この よう に もな りうる とい う こ とを示 して い る9).

3イ ザペ ル とヘ レン ・ケ ラ ーの例

次 の例 は人 間 の言 語 能力 の習 得 の 問題 を考 え る う

えで,言 語 とい う ものが コ ミニ ュ ケー シ ョンの一 つ

の手段 で あ る とい う,い って み れ ば当然 の こ とを改

めて教 えて くれ る.

イ ザベ ル の母 親 は聾 唖者 で あ っ た.イ ザ ベ ル は母

親 が二 十二 歳 の ときに生 まれ たが,父 親 はだ れか分

か らな い.イ ザベ ル の祖父 母 は この事 件 を深 く恥 じ

て母 子 をカー テ ンのか か った まま の部 屋 に閉 じ込 め

た ま ま育 て た.イ ザベ ル は この部 屋 で六 年 半過 ご し,

す き を見 て母 親が逃 げた のが きっか けで救 出 され た.

当然 イ ザベ ル は全 く言 語能 力 を示 さ なか った が,母

親 が 発見 され て み る とこの母 子 は身 振 り手 振 りの コ

ミニ ュケー シ ョンで心 を通 わ せ て い た こ とが分 か っ

た ので あ る.こ の後 イザベ ル は もち ろん専 門 の言語

治 療 を受 けたが,目 覚 ま しい成長 を遂 げ た.彼 女 は

遅 れて小 学校 に就 学 し,十 四 歳 で卒 業 したが,年 齢

よ りはい くぷ ん小 柄 で あ る点 を除 け ば,あ らゆ る点

で正 常 で あ る と評 価 され た10).

この話 を聞 くとき,ヘ レン ・ケ ラ ーの こ とが思 い

出 され るで あ ろ う.彼 女 はしか し,一 歳 八 カ月 まで

は正 常 に育 って い るので あ る.し か も彼女 は極 めて

早熟 で,六 か月 ころに は片言 を しゃべ って いた と言

わ れて い る.サ リヴ ァン先生 の 努力 もさ る ことなが

ら,彼 女 のその ような優 れ た資 質 に加 え,た っ たの

一年 八 カ月 の正常 な成 長 が三 重 苦 を克服 す る奇跡 を

成 し遂 げ たので あ ろ う11).人 間 は必 ず し も言葉 に よ

らず とも,な ん らか の コ ミニ ュケ ー シ ョンの手段 を

身 に つ ける こ とに よ って,真 に人 間 らし く生 きてい

くこ とがで きるの であ ろう.先 に例 に挙 げ た野生 児

達 と,こ の二 人 の女性 は好対 照 をな して い る.

聖 ア ウグスチ ヌ ス はその著 「告 白」 の中 で次 の よ

うに述 べ てい る.『私 は もの を よ うい わ ぬ幼 児 で は な

く,も う口の きける少年 で あ った.わ た しは,こ の

こ とを記憶 してい る.ど う して もの を い う こ とを学

ん だか を,の ちに見 聞 して知 っ たの で あ る.す なわ

ち,年 長者 た ちが,の ち に間 もな く文字 を教 えた と

きの よ うに,あ る一 定 の教 え方 に よっ て,わ た しに

言 葉 をあ てが っ て,わ た しを教 えたの で はな く,わ

た しの神 よ,あ なた がわ た しに与 えて くだ さっ た知

力 によ って,わ た し自身 がわ た しに教 えた ので あ る.

その とき,わ た し はさ まざ まな うめ き声 や叫 び声 を

だ した り,さ まざ まに手足 を動 か した りして,わ た

しの心 に思 う こ とを示 して,わ た しの思 う とお りに

して もら うこ とを望 ん だが,わ た しが望 ん だす べて

の こ とを も,ま たわ た しが望 ん だす べて のひ とに も,

それ を示 す こ とはで きなか った.わ た しは,記 憶 を

た どって考 えて み た.す な わち,年 長 者 たちが 或 る

ものの名 を呼 び,そ の音 声 に したが って,身 体 を或

る もの の方へ 動 か した とき,わ た し は,そ の もの を

わ た しに示 そ う と思 うさい に は,か れ らは その発 す

る音 声 に よって そ の もの を呼 ぶ とい うこ とを見 て,

覚 えた.か れ らが その もの をわ た しに示 そ う とす る

こ とは,い わ ば万 民 共通 の 自然 の言語 で あ る身 体 の

動 きに よっ てあ きらか で あった.そ して この言 語 は,

顔 つ き,目 つ き,そ の他 四肢 の動 き,音 声 のひ び き

か らで きて いて,も の を求 め,手 にいれ,斥 け避 け

よう とす る心 の動 きを示 す もので あ る.こ の ように,

い ろい ろな言 葉 が さ まざ まな文句 の うち に しか るべ

き ところで もち い られ るの を しば しば聞 いて,わ た

しはそれ らの言葉 が どの よ うな ものの符号 で あ るか

を推 知す るよ うに な った.そ してわ た しの 口 はそれ

らの しる しに なれ て きて,わ た しは もう自分が 心 に

思 うと ころを それ らに よって告 げ る ようにな った.

こ うしてわ た し は,わ た しの周 囲 の人 々 と,わ た し

が心 に思 う こ とを告 げ るし るし を交換 して,両 親 の

権 威 と年 長者 たち の指 図 とたた よ りなが ら,人 生 の

荒 波 立 つ社会 に ます ます深 く進 んで行 った.』12}

確 か に,人 間 が この世 に生 まれ て,い つの間 にか

しゃべ れ る よ うにな る とい う ことは大 い に不思 議 で

あ る.チ ョム スキ ー は,子 供 はあ る種 の言 語習 得装

置(language・acquisitiondeviceLADと 省略 され

る)を もって い る と主張 す る13).し か し,聾 唖者 は手

話 とい う手段 に よっ てか な り正確 に コ ミニ ュケー シ

ョ ンす る こ とが 出来 る.さ らに,さ きに例 にあ げた

ヘ レン ・ケ ラーや イザ ベ ルの よ うな例 は,人 間 の大

脳 が 単 に言語 とい う手 段 に限定 され る事 な く,他 の

考 え得 る様 々 な手段 を使 って コ ミニ ュケー シ ョンが

出来 る よう にな るの だ とい う ことを教 えて い る.す

な わち,ど の ように して しゃべ れ る よ うに な るか で

はな くて,ど の よ うに して コ ミニ ュケー シ ョン出来

る ように な るか とい う こ とが大 切 なので あ る.つ ま

り,も し許 され るな らば言 語修 得装 置で はな くて,

コ ミニ ュケー シ ョン能 力習 得装 置 とよぷ べ きで あ る.
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m音 楽の果たすべき役目

11QとEQ

ダニェル ・ゴールマンは感情をコントロールでき

る能力をいわゆる知能指数(IQ)に 対する言葉とし

てEQ(emotionalintelligenceつ まり,心 の知能指

数,ただし,著者自身はEQと いう言葉は使っていな

い)と いう概念で表し,そ れがいかに大切であるか

を述べている.考 える知性がIQで あるならばEQ

は感じる知性である.ゴ ールマンによればこのEQ

とは①自分自身を動機づけ,挫 折 してもしぶとくが

んばれる能力②衝動をコントロールし,快 楽をがま

んできる能力③自分の気分をうまく整え,感 情の乱

れに思考力を阻害されない能力④他人に共感でき,

希望を維持できる能力であると言っている14}.

これに先立ち,ハ ーバー ド大学教育学部の心理学

者ハワード・ガードナーは人間の知性として大別し

て言語的知性,論 理数学的知性,卓 越した芸術家や

建築家が示す空間的知性,身 体運動的知性,音 楽的

知性,対 人知性,心 内知性の七種類をあげている.

対人知性は他人を理解する能力で,心 内知性 とは自

分自身の内面に向けられる知性である.ガ ードナー

はこの対人知性と心内知性をあわせて人格的知性と

もいっている15》.

イエール大学の心理学教授ピーター ・サロヴェイ

はさらにこの人格的知性をEQに 関する基本定義と

して次の五つの領域に分類している.

(1)自 分自身の情動を知る…情動の自己認識,す な

わち自分の中にある感情を認識する能力

(2)感 情を制御する…感情を適切な状態に制御して

おく能力

(3)自 分を動機づける…目標達成にむかって自分の

気持ちを奮い立たせる能力

(4)他 人の感情を認識する…いわゆる共感能力

(5)人 間関係をうまく処理する16)

人間はもともと善人でも悪人でもない.自 分自身

の感情をうまくコントロールすることができ,相 手

に上手に伝えることができれば自然に信頼関係も増

すであろう.逆 に,そ れができないためにささいな

事から悲惨な事件や犯罪が起こっているのである.

従来のIQ偏 重ではなく,EQも 大切にする教育 は今

の我が国の教育にとってこそ考えられなければなら

ない.

2音 楽は何のためにあるのか

偉大な指揮者であったレナー ド・バーンスタイン

は音楽は感情を表現することであると言っている.

彼はまた,特 別に深い感情の前には言葉は沈黙して

しまうともいい,と ても難解な音楽であるはずのウ

ェーペルンの作品を深い感動とともに子供達に演奏

して聞かせているのである17》.そうであるならば,音

楽は感情のコミニュケーションの最も有効な手段で

あるといえよう.私 たち人類は,共 通の大きな文化

として言語を学ぶよう義務づけられている.し かし,

感情をコミニュケーションする訓練は義務づけられ

てはいない.こ の感情の表現がうまくできなかった

ためにおきた悲惨な事件は人類史上依然として後を

絶たない.い まアメリカでは銃の所持問題がやかま

しく論議されているが,さ さいな事から大ゲンカと

なり,発 砲事件や殺人事件が頻繁に起きている.こ

れらの事件の容疑者や被害者たちがもう少 し感情の

表現がうまくできていれば,そ れほど大きな事件に

はならなかったと言えないであろうか.言 葉が通じ

てもケンカは絶えない.あ れほど悲惨な世界大戦を

二度も経験 していながら,戦 争は無 くならない.人

類がもう少し平和に共存していくためには,私 たち

は感情をコミニュケーションする技術をまなばねば

ならない.そ してもし音楽が感情のコミニュケーシ

ョンの有効な手段になりうるならば,音 楽はその存

在意義をおおいに大きくするといえよう.

音楽が感情のコミニュケーションの有効な手段で

有 り得るなら,音 楽を勉強するということは感情の

コミニュケーションを勉強するということになると

いえよう.も し,そ うであるならば,ゴ ールマンの

主張するEQを 学ぶのに音楽こそまさにふさわしい

といえるであろう.し かし,そ うであれば今の我が

国の音楽教育は嘆かわしいの一語に尽 きるであろう.

このため,筆 者らのグループは,特 に音楽鑑賞教育

において積極的な役割を果たしたいと考え,公 立学

校や幼稚園,保 育園あるいは地域社会のための音楽

鑑賞教室(あ るいは移動音楽会)を 行っている.こ

のことについてはまた稿を改めて述べたい.

注

1)梅 本 僥 夫 著 「音 楽 心 理 学 」,誠 心 書 房,昭 和45年3月,p.

418-420

2)前 掲 書,p.420-421

3)前 掲 書,p,421-423

4)前 掲 轡,P.423-425

5)前 掲 轡,P.426

6)M・ ク リ ッチ ュ リー,R・A・ ヘ ンス ン編 「音 楽 と脳1」
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10)前 掲書,p.177-181

11)ア ン ・サ リバ ン著,愼 恭子訳,「 ヘ レ ン・ケラー は どう教

育 され たか」,明 治図書 出版,1981年10月,p.10

12)聖 アウグステ ィヌス著,服 部英次 郎訳,「 告 白]ω,岩 波

文庫,1995年7月p.21-23

13)ジ ェームズ ・ディーズ著,片 山嘉雄他訳,「 心理言語学」

《増補版 》,ナ カニ シヤ出版,1984年1月,p.80,お よび,

デ レ ック ・ビッカ ー トン著,篁 壽雄 他 訳,『 言語 のル ー

ツ」,1985年4月,p.142

14)ダ ニエル・ゴールマ ン著,土 屋京 子訳,「EQ～ こころの知

能指数」,講 談 社,1996年8月,p.61

15)前 掲書,p.66-67

16)前 掲書,p.74-75

17)こ この引用 はバ ー ンス タイ ンが子 供達のた めに長 い間行

って きた 「youngpeople'sconcerts」 の中で述べてお り,

実際に は彼 は 「音楽 は感情 を引 き出す ことで ある」 と言っ

てい る.ウ ェーベ ル ン作品の演奏 もこの時 に行 われた.
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